
第
12
回
　
指
導
医
、
研
修
医
と
の

「
交
流
会
」
を
開
催
し
て

卒
後
研
修
担
当
理
事　

片　

岡　

晃　

哉

　

平
成
16
年
度
よ
り
新
卒
後
研
修
制
度
が
始
ま
り
、
当
初
府
医
で
指
導
医

と
研
修
医
の
交
歓
会
が
開
か
れ
た
こ
と
を
参
考
に
、
平
成
19
年
度
に
第
１

回
「
交
歓
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
「
交
流
会
」
と
し
て
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
30
年
10
月
20
日
（
土
）
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪

で
学
術
講
演
会
の
後
、
北
区
内
の
臨
床
研
修
指
定
病
院
（
北
野
病
院
、
済

生
会
中
津
病
院
、
住
友
病
院
）
の
指
導
医
と
研
修
医
、
北
区
内
の
地
域
医

療
研
修
に
参
加
し
て
い
る
診
療
所
の
指
導
医
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

当
日
の
出
席
者
（
敬
称
略
）　

42
名
参
加

　

北
区
医
師
会
長　

…　

田
淵
義
勝

　

研

修

医　

…　

森
雄
貴
、
矢
倉
伊
織
、
阿
久
澤
大
智
、
岩

田
直
也
、
藤
岡
秀
成
、
森
長
郁
慧
、
岡
本

吉
央
、
吉
田
裕
治
（
以
上
、
北
野
病
院
）

池
田
慧
、
乾
友
梨
香
、
左
川
遼
、
本
城
勇

樹
、
浅
田
侑
樹
、
上
田
洋
行
、
大
北
莉

奈
、
坂
野
勇
太
、
山
口
翼
、
山
本
翔
（
以

上
、
住
友
病
院
）

三
﨑
陽
太
郎
、
伊
藤
信
治
、
大
森
將
貴
、

岡
本
淳
史
、
北
村
俊
樹
、
野
村
萌
、
福
島

有
星
、
藤
波
真
帆
、
大
浦
達
史
（
以
上
、

大
阪
府
済
生
会
中
津
病
院
）

　

病

院

指

導

医　

…　

塚
本
達
雄
（
北
野
病
院
）
五
十
嵐
康
貴
、

柏
木
修
平
（
北
野
病
院 

医
師
卒
後
教
育

セ
ン
タ
ー
）
山
本
浩
司
（
住
友
病
院
）
東

千
尋
（
大
阪
府
済
生
会
中
津
病
院
）
安
井

良
則
（
大
阪
府
済
生
会
中
津
病
院
）

　

診
療
所
指
導
医　

…　

大
原
裕
彦
（
大
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
片
岡
晃

哉
（
兵
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
本
出
肇
（
本
出

診
療
所
）
不
藤
哲
郎
（
循
環
器
科
・
内
科

不
藤
医
院
）
澤
田
宏
子
（
澤
田
内
科
医
院
）

西
木
正
照
（
西
木
診
療
所
）
加
納
康
至
（
加

納
内
科
）
板
倉
紀
夫
（
阪
急
電
鉄
㈱
大
阪

診
療
所
）

る
ー
む
301　

シ
リ
ー
ズ
１

卒

後

研

修

委

員

会



　

「
交
流
会
」
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
第
１
４
７
回
大
阪
市
北
区
医
師

会
学
術
講
演
会
は
、
済
生
会
中
津
病
院 

循
環
器
内
科
の
藤
原
竜
童
先
生

に
学
術
担
当
理
事
の
不
藤
哲
郎
先
生
の
司
会
で
『
救
急
診
療
に
お
け
る
心

電
図
診
断
か
ら
初
期
治
療
ま
で
』
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
電
図
は
若
い
頃
は
結
構
真
面
目
に
読
む
努
力
を
し
て
い
ま
し
た

（
麻
酔
科
で
救
急
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
診
て
い
た
の
で
）
が
、
そ
こ
そ
こ
の
歳
に

な
っ
て
か
ら
は
心
電
図
を
勝
手
に
診
断
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も

あ
っ
て
、
な
ん
と
な
く
お
任
せ
状
態
で
、
呈
示
さ
れ
た
心
電
図
診
断
が
は

ず
れ
の
方
が
多
く

“
ア
レ
ア
レ
？
”
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

習
う
よ
り
慣
れ
よ
と
言
い
ま
す
が
、
慣
れ
た
こ
ろ
に
な
っ
て
も
ず
ぼ
ら

を
せ
ず
一
つ
一
つ
の
事
例
に
対
し
大
切
に
診
断
す
る
努
力
の
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
後
、
施
設
内
で
移
動
し
立
食
形
式
で
「
交
流
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
各
病
院
の
研
修
医
よ
り
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た
発
表
が
あ
り
、
そ

の
後
病
院
や
診
療
所
の
指
導
医
か
ら
発
言
・
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
楽
し
く

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
医
師
に
加
え
、
病
院
か
ら
卒
後
研
修
に
関
わ
る
事
務
の
方
が
さ

ら
に
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
チ
ー
ム
と
し
て
卒
後
研
修
を
支
え
る
こ

と
が
で
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、
第
一
三
共
株
式
会
社
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
協

力
を
賜
り
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
７
月
31
日
（
火
）
に
大
阪
府
医
主
催
の
大
阪
府
臨
床
研
修
制

度
推
進
委
員
会
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。
内
容
は
大
阪
府
医
師
会
主
催
の

「
指
導
医
の
た
め
の
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
関
す
る
も
の
で
す
。
北

区
医
師
会
で
は
こ
の
「
指
導
医
の
た
め
の
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
参

加
す
る
北
区
医
師
会
員
（
病
院
の
勤
務
医
も
含
む
）
に
は
参
加
費
の
半
額

を
補
助
し
て
お
り
ま
す
の
で
こ
ち
ら
に
も
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
今
回
は
住
友
病
院
か
ら
参
加
が
あ
り
、
北
区
医
師
会
に
対
し
て

御
礼
と
丁
寧
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
よ
り
北
野
病
院
、
住
友
病
院
に
加
え
、
済
生
会
中

津
病
院
も
北
区
内
で
の
地
域
医
療
研
修
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
以
前
の
よ

う
な
週
１
回
×
１
ヶ
月
間
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
な
く
、
月
に
１
回
だ
け
と

い
う
様
な
色
々
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
北
区
医
師

会
の
研
修
医
に
対
す
る
地
域
医
療
研
修
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
医
師
会
員

の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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